
（別紙３）

～ 2026年　１月　30日

（対象者数） ２名 （回答者数）
２名

～ 2026年　２月　28日

（対象者数） 10名 （回答者数）
10名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・三世代が交流し、家庭的な環境の中で関係性を築けるよう

支援する。

2

・生活や就労に向け必要な力を身につけられるよう支援す

る。

3

・年中無休を活かした柔軟な受け入れを行う。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・体操や運動、屋外遊具での遊びを通して、身体を鍛えたり

楽しさを味わえるよう支援します。

2

・体操や運動、屋外遊具での遊びを通して、身体を鍛えたり

楽しさを味わえるよう支援します。

3

・距離感が近く、アットホームな環境である。

・高齢者と同時間に活動している。

・施設は狭いが目が行き届きやすい。

・子どもとの関係性を築きやすい。

・一緒に活動をすることで、世代を超えた交流ができる。

・育児経験のある職員が多いため、保護者目線での関わりが

　できる。

・褒めることで自己肯定感を高めたり、悪いことはきちんと

　注意する事により、社会生活のルールを学べる。

・利用時間の融通がきく。 ・保護者の都合に合わせて利用時間を決められるし、また自

　宅へ送ることもできる。

・子ども同士が関わる機会が少ない。 ・定員に制限があり、多数の生徒は受け入れられない.

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・狭い環境のため、個々の活動をするための場所が用意出来

　ない。

・運動や活動的な遊びを行うスペースがない。

・高齢者と同じ場所で活動しているため、運動量が不足しがち

　である。

・高齢者介護と転倒予防の視点が主になっている。

2026年　2月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 共生型サービス事業所ひよしの家

○保護者評価実施期間
2026年　１月　18日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


